
次世代海洋資源調査技術 

目   的 銅、亜鉛、レアメタル等を含む、海底熱水鉱床、コバルトリッチクラスト等の海洋資源を高効率に調査する技術を世界
に先駆けて確立し、海洋資源調査産業を創出する。 

対象機関 公的研究機関、民間企業等 管理法人： JAMSTEC 
実施期間 5年間（予定） 
予算規模 2014年度: 61.6億円、2015年度： 57億円 

１．目標 
 海洋鉱物資源を低コストかつ高効率（従来の数倍以上のスピー
ド）で調査する技術を、世界に先駆けて実現する。資源が眠る深
海域において使用可能な未踏海域調査技術を確立する。 

２．主な研究内容 
 ①海洋資源の成因に関する科学的研究 
 ②海洋資源調査技術の開発 
 ③生態系の実態調査と長期監視技術の開発 
 

３．出口戦略 
 競争力のある技術を産官学一体で開発、技術ノウハウを民間
企業に移転し、海洋資源調査産業の創出。また、グローバルスタ
ンダードを確立し、海外での調査案件受注など海外へ展開する。 
 

４．仕組み改革・意識改革への寄与 
 サブＰＤとして、大学、ＪＡMSTEC*1、JOGMEC*2から有識者を迎
え、JAMSTECが産業技術総合研究所、海上技術安全研究所、港
湾空港技術研究所、情報通信研究機構、国立環境研究所、民間
企業（（財）海洋調査協会、次世代海洋資源調査技術研究組合）
等と一体的に共同研究を実施する画期的な体制を構築。 
                 *1 海洋研究開発機構、*2 石油天然ガス・金属鉱物資源機構 

 
５．プログラムディレクター 
 浦辺徹郎 東京大学名誉教授、国際資源開発研修センター顧問 海洋資源調査産業を国内外に展開 

構築する体制のイメージ 
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複数省庁の独法や民間企業が一体となって共同研究を行う画期的な体制 
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